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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 「ゆきちから」は「アオバコムギ」に比べ、次のような特性を持つ（表１）。

ア 出穂期はやや遅く、成熟期は「アオバコムギ」並の「中の晩」である。

イ 耐倒伏性は「アオバコムギ」に優る「強」で、耐寒雪性は「強」、うどんこ病及び赤さび病抵抗性は
いずれもアオバコムギに優る「強」、穂発芽性は「アオバコムギ」並の「中」である。

ウ 粒質は「硝子質」で、外観品質は「アオバコムギ」並に良好である。

(2) 耐肥性が高く、適正な施肥管理により収量・子実蛋白ともに向上する(図１)。

(3) パン加工適性は高く、パン用市販粉と同程度の加工適性を持つ(図２)。

２期待される効果

(1) パン加工適性が高く、本県産のパン用小麦粉の安定・高品質化がはかられ、県内加工食品業の活性
化と地産地消の推進に寄与できる。

(2) 耐寒雪性が強く、会津平坦から山間地まで、大型機械化体系による小麦栽培が可能となる。

(3) 中華めんへの加工適性も高く、会津を中心とした加工食品業の活性化と地産地消の推進に寄与でき
る。

３適用範囲

根雪期間100日以下の地帯に適用する。

４普及上の留意点

(1) 収量の向上およびタンパク質含量を高めるため、越冬後（幼穂形成期）と出穂期に適正な追肥を施用
する。

(2) 品質確保のため、収穫は適期に行う。

Ⅱ具体的データ等
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